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Ⅰ．はじめに 
戦後，日本における小・中学校理科教育
は，自然に親しみ，自然界の事物を観察し，
生命のあるものを扱う機会に，真に生命を
尊重する態度，生物を愛育する態度を養わ
なければならないとされ，自然体験及び生
命尊重を重視するものであった（岩間，
2012）。学習指導要領の改訂にかかわらず，
「生命尊重」の指導には不易の傾向があり，
自然体験，及び観察・実験などの体験を通
した生命の理解は，生命観育成のための重
要な要素となるものと考えられる。 
その一方で，学校教育における「動物解
剖」の扱いは減少しており，西川・鶴岡
（2007）の調査で，小学校は約 10％，中
学校は約 30％の実施率と報告された。そ
の後の調査で岩間らは，小学校及び中学校
で約 10％，高等学校で約 20％という，前
回を下回る実施率を報告している（岩間ほ
か，2014）。 
脊椎動物についてはインテル（ISEF: 
Intel International Science and Engi-
neering Fair）などでも慎重な取り扱いが
望まれており（ISEF，2016）また，国際
生物学オリンピック（International Bi-
ology Olympiad）では脊椎動物の解剖に
対する規制があることなどの国際的な流
れもある（IBO，2017）。しかしながら，
これまでにも多くの研究者が授業におけ
る解剖実践を通し，「動物解剖は，動物の
体の構造や機能に関する知識を，体験を通
して習得させるとともに，生命観育成にも
有効である」と報告している１）。 
平成 20年改訂中学校学習指導要領理科
の目標には，「観察・実験技能を習得さ
せ，・・・生物の生活と種類，生命の連続
性などについて理解させ，これらの事物・
現象に対する科学的な見方や考え方を養
う」と記されている。また，平成 29年改
訂の学習指導要領には，「見通しをもって
解決する方法を立案して観察，実験などを
行い，その結果を分析して解釈し，生物の
体のつくりと働きについての規則性や関
係性を見いだして表現すること」が新たに
加えられ，「観察，実験及び結果の解釈」
が重要視されるようになった。 
本稿では戦後の中学校学習指導要領に
おける「動物の体」に関連する内容の変遷
を調査するとともに，中学校理科教科書に
おける「動物解剖」の扱いとその変遷及び
記述内容を分析し，中学校理科における動
物解剖の意義を考察する。 
 
Ⅱ．方法 
１．学習指導要領の調査  
中学校学習指導要領における「動物の体」
に関連する領域の内容の変遷を調査した。
対象：昭和 22年試案，昭和 26年試案，  
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昭和 33年改訂，昭和 44年改訂，昭和 52年改
訂，平成元年改訂，平成10年改訂，平成20年
改訂及び平成 29 年改訂の中学校学習指導要領
における「動物の体」に関連する領域の内容。 
 
２．理科教科書の調査 
中学校理科教科書における「動物解剖」に関
連する記述内容を調査した。 
対象：昭和 22年試案，昭和 26年試案，昭和 33
年改訂，昭和44年改訂，昭和52年改訂，平成
元年改訂，平成10年改訂，平成20年改訂の中
学校理科教科書における「動物の体」の実験・
観察で扱われる「動物解剖」に関連する領域の
内容。 
方法：① 昭和 22年試案，昭和 26年試案，昭和
33年改訂，昭和44年改訂，昭和52年改訂，平
成元年改訂，平成10年改訂，平成20年改訂の
学習指導要領に基づく中学校理科教科書第２分
野，DN社，TS社の教科書の動物解剖の扱いの
変遷。２出版社，計16冊。 
② 平成 10年改訂の学習指導要領に準拠した中
学校第２分野理科教科書，平成14年度版（以下
[H14]と記す）と平成 18 年度版（以下[H18]と
記す）。全出版社５種，計10冊 
③ 平成 20年改訂の学習指導要領に準拠した中
学校第２学年理科教科書，平成24年度版（以下
[H24]と記す）と平成 28 年度版（以下[H28]と
記す）。全出版社５種，計10冊 
 合計36冊 
中学校第２分野第２学年「動物のからだのつく
りとはたらき」「動物のなかま」で扱われる「動物
解剖」について調査する。出版社名は，[DN] [TS] 
[KR] [KS] [GT]のように記号で示す。 
 
Ⅲ．結果と考察 
１．中学校学習指導要領「動物の体」に関連す
る内容の変遷 
中学校学習指導要領における「動物の体」に
関連する内容は以下の通りである。 
昭和22年試案の第８学年（中学校第２学年）
「単元二 からだはどんなに働いているか」で
「人や動物が生きていろいろな活動を営むのは，
外から栄養となる物をとり入れるからであるこ
とを知り，人や動物のからだのたくみなしくみ
と，栄養の大切なことを理解する」と記されて
いたが，「解剖」の指示は無かった。第６学年（小
学校第６学年）に，「カエル（ヒキガエルBufo 
japonicus など）の解剖をする」と記載されて
いた。 
昭和 26 年試案の第２学年「４．動物はどの
ようにして食物を得るか」の「動物は食べた物
をどのようにして消化するか」では，観察とし
て「いろいろな動物（たとえばウシ・ニワトリ・
カエル・魚・こん虫・ミミズなど）の消化器を，
解剖図・模型・教師または業者の作製した標本
などを使って比較観察する」と記されていた。 
昭和33年改訂の第２学年第２分野に，「（３）
人体のおもな器官の構造とはたらきや，体内に
おける物質の変化について指導し，あわせて他
のおもな動物の器官のはたらきを指導する」と
あり，「ア 人体の構造の大要（ア）カエルのか
らだの構造」で，「カエルを解剖して，おもな内
臓を知る。カエルの皮膚，筋肉および骨格につ
いて知る」と記され，カエルの解剖が指示され
ていた。カエルを解剖し，カエルと人体の構造
との比較を通して，「人体の各部や諸器官の大要
を知る」とするものであった。 
昭和 44 年改訂の第２学年第２分野の動物の
体に関連する内容は，「生物の種類と生活」「動
物の物質交代」に分かれ，「生物の種類と生活」
では，生物のおもな種類について，体のつくり
と生活のしかたとが環境と関連していることを
理解させるものであった。また，「動物の物質交
代」では，動物の体には，細胞に必要な物質を
吸収し，不用な物質を体外に排出するしくみが
あること，すなわち，循環器官，消化器官，呼
吸器官及び排出器官について学習し，これらの
はたらきは，そのつくりと密接な関係をもって
いることを理解させるものであった。解剖につ
いての記載はなかった。 
昭和 52 年改訂の第２学年第２分野の動物の
体に関連する内容は，「生物の種類と生活」「生
物の体の仕組み」に分かれ，「生物の種類と生活」
では，身近な生物の観察を通して，体のつくり
書の調査
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と生活の仕方とが環境と関連していることを理
解させるものであり，また「生物の体の仕組み」
では，生物の体は，細胞でできており，生活に
必要な物質を取り入れて不用な物質を排出して
いること，外界の刺激に応じて反応することを
観察や実験を通して理解させるものであったが，
解剖についての指示はなかった。 
平成元年改訂の第２学年第２分野「動物の生
活と種類」の「動物の生活と体のつくり」では，
身近な動物についての観察，実験を通して，動
物のつくりと働きを理解させるとともに，動物
の種類やその生活についての認識を深めるもの
であった。「動物の仲間」では「脊椎動物の体の
つくりや殖え方などの特徴を，観察を基に比較，
整理し，脊椎動物が幾つかの仲間に分類できる
ことを見いだすこと」と記されていたが，解剖
についての指示はなかった。 
平成 10 年改訂の第２学年第２分野「動物の
生活と種類」は，内容厳選により，無脊椎動物
に関する内容が削除されており，解剖について
の指示もなかった。 
平成 20 年改訂の第２学年第２分野「動物の
生活と生物の変遷」では，「生物の体は細胞から
できていることを観察を通して理解させる。ま
た，動物などについての観察，実験を通して，
動物の体のつくりと働きを理解させ，動物の生
活と種類についての認識を深めるとともに，生
物の変遷について理解させる」となり，観察・
実験を重視したものとなった。学習指導要領解
説では，ニワトリ（Gallus gallus）の手羽先の
観察が例として挙げられていた。また「無脊椎
動物の仲間」と「生物の変遷と進化」が加えら
れ内容が充実したものとなった。無脊椎動物の
観察例として，「イカ（スルメイカ Todarodes 
pacificusなど）の解剖」が挙げられていた。 
「動物の体のつくりと働き」では，消化や呼
吸，血液の循環，排出器官や動物の刺激に対す
る反応についての観察，実験を通し，その仕組
みを感覚器官，神経系及び運動器官のつくりと
関連付けて学習し，また，「動物の仲間」では，
脊椎動物と無脊椎動物の観察などを行い，その
観察記録に基づいて，それらの動物の特徴を見
いだすことを学習するよう示された。 
平成 29 年改訂の第２学年第２分野「動物の
体のつくりと働き」の「生命を維持する働き」
では，「消化や呼吸，排出について，動物の体が
必要な物質を取り入れ運搬している仕組みを観
察，実験の結果などと関連付けて理解すること」，
また，「刺激と反応」では，「動物が外界の刺激
に適切に反応している様子の観察を行い，その
仕組みを感覚器官，神経系及び運動器官のつく
りと関連付けて理解すること」が示された。ま
た，「見通しをもって解決する方法を立案して観
察，実験などを行い，その結果を分析して解釈
し，生物の体のつくりと働きについての規則性
や関係性を見いだして表現すること」が新たに
加えられた。 
 
２．中学校理科教科書における「動物解剖」に
関連する記述内容の変遷 
表１は，中学校学習指導要領昭和 33 年改訂
から平成元年改訂に基づく理科教科書のDN社
（表１－１）と TS社（表１－２）の「動物解
剖」の扱いの変遷をまとめたものである２）。 
１）昭和33年改訂 
昭和 44年度版理科教科書 [DN] 第２学年の
ページ数は323ページで，第２章「動物のつく
りとはたらき」の「食物のゆくえと動物のから
だ」の中の実験「カエルの解剖」で，カエルの
解剖が扱われていた。解剖のページ数は３ペー
ジで，用意するものとして，「ますいしたカエル，
解剖皿，虫ピン，はさみ，ピンセット」が挙げ
られていた。解剖方法は，５枚の図（写真）と
説明で詳細に記され，解剖図には，「肺，心臓，
胃，小腸，肝臓，すい臓，胆のう，卵巣，輸卵
管，直腸，ぼうこう，脂肪体（組織）」の12器
官・組織名（１組織を含む）が記されていた。 
昭和 44 年度理科教科書 [TS] 第２学年のペ
ージ数は288ページで，第１章「人体のつくり
のあらまし」の「カエルのからだ」の中の観察
「カエルを麻酔して解剖し，からだのつくりを
調べよう」で，カエルの解剖が扱われていた。
解剖のページ数は３ページ，用意するものとし
て，「カエル，解剖器（はさみ，先の細いピンセ 
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表１－１ 中学校理科教科書における「動物解剖」の扱いの変遷（１）
昭和44年 昭和59年 昭和62年 平成２年 平成５年 平成13年
昭和33年
第２学年 第２学年 第２学年 第２学年 第２学年 第２学年
動物のつくり
とはたらき
生物の種類と
生活
動物の物質
交代
生物のからだ
のしくみ
生物のからだ
のつくりとはた
らき
動物の種類と
その生活
動物の生活と
からだのつく
り
動物の生活と
種類
54 62 30 62 60 32 12 43
2
食物のゆくえ
と動物のから
だ
動物の世界
動物体内の
消化作用
動物のからだ
のつくりとはた
らき
動物のからだ
のつくりとはた
らき
セキツイ動物
の生活
血液とその循
環
動物のなかま
とその特徴
実験：カエル
の解剖
水中で生活
する動物：研
究
消化管のつく
りとはたらき：
観察
観察：カエル
の解剖
研究
観察：魚のか
らだのつくりを
調べる
観察：ヒトとカ
エルのからだ
のつくりを比
べる
やってみよう
3.0 0.8 1.5 2.0 1.0 1.0 1.0 0.5
4 カエル カエル，魚 シロネズミ
カエル（また
はネズミ）
カエル（また
はネズミ）
魚 カエル アサリ
5
用意するも
の：解剖皿，
虫ピン，はさ
み，ピンセット
× ×
解剖ばさみ，
ピンセット，ピ
ン
解剖ばさみ，
ピンセット，ピ
ン
解剖皿，メス（ま
たは，ほうちょ
う），はさみ，
ルーペ，ピン
セット，ガーゼ
解剖皿，はさ
み，ピンセッ
ト，ルーペ，ピ
ン
×
6 ○ △ △ ○ ○ ○ ○ △
7 ○ ○ ○ × × ○ ○ ×
肺 肺 気管 肺 肺 背びれ 肺 心臓
心臓 心臓 肺 心臓 心臓 胸びれ 心臓 口
胃 胃 心臓 胃 胃 腹びれ 胃 胃
小腸 小腸 胃 小腸 小腸 しりびれ 小腸 腸
肝臓 肝臓 小腸 肝臓 肝臓 尾びれ 直腸 貝柱
直腸 直腸 大腸 直腸 直腸 こう門 肝臓 入水管
胆のう ひ臓 盲腸 胆のう 胆のう 胆のう 出水管
すい臓 ぼうこう 肝臓 すい臓 卵巣 卵巣 あし
卵巣 すい臓 卵巣 輸卵管 （精巣） えら
輸卵管 ひ臓 輸卵管 ぼうこう 輸卵管
ぼうこう じん臓 ぼうこう ぼうこう
脂肪体 腸間まく
ぼうこう
精巣
12 8 14 11 10 6（外部器官） 11 9
9 × × × × × × ○ ×
10 × × × × × × × ×
上 176 186 189 118 118
下 166 168 171 138 134
注）
扱われる動物
1
章
章のページ数
「解剖」の
ページ数
3
項目
学習指導要領
改訂年
DN
11
教科書の
ページ数
安全・注意
器具等
8
器
官
・
組
織
器官・組織数
解剖
学年
平成元年
第２学年
教科書の
出版年
昭和52年
昭和44年 昭和52年
「解剖」の扱い
のある節
方法
207
生命・環境
考察
323
207
DN.TS. KR. KS，GTは出版社名．　○：記述あり，　△：解剖方法についての記述なし，　×：記述なし．　―：扱いなし． 昭和33年，昭和44年，昭和52
年改訂に基づく教科書はＡ5版，平成元年改訂に基づく教科書はＢ5版． 解剖のページ数については，面積で計算．
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表１－２ 中学校理科教科書における「動物解剖」の扱いの変遷（２）
昭和44年 昭和48年 昭和52年 昭和59年 昭和62年 平成２年 平成５年 平成13年
昭和33年
第２学年 第２学年 第２学年 第２学年 第２学年 第２学年 第２学年 第２学年
人体のつくりの
あらまし
動物の世界
動物のからだの
はたらき
動物のからだの
しくみ
動物のからだの
しくみ
動物のからだの
しくみ
動物のからだ
動物の行動とか
らだ
8* 24 19 19 16 18 21 10
2 カエルのからだ
動物はどのよう
に食物を得てい
るか
消化とはどんな
はたらきか
不用物はどのよ
うにして排出さ
れるのか
巻末資料 巻末資料 口絵 口絵
観察：カエルの
からだのつくりを
調べよう
観察：カエルを
麻酔して解剖
し，からだのつく
りを調べよう
研究
カエルの解剖の
しかた
参考資料：カエ
ルの解剖のしか
た
参考資料：カエ
ルの解剖のしか
た
カエルの内臓 カエルの内臓
3.3 2.2 0.5 0.7 0.6 0.6 1.0 1.0
4 カエル カエル カエル カエル カエル カエル カエル カエル
5
準備：解剖器（はさ
み，先の細いピン
セット，メス），解剖
ざら，虫ピン（約10
本），スポイト
用意するもの：解
剖器，解剖ざら，虫
ピン
はさみ，ピンセット はさみ，ピンセット はさみ，ピンセット はさみ，ピンセット はさみ，ピンセット はさみ，ピンセット
6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
7 × × × × × × × ×
肺 肺 肺 肺 肺 肺 肺 肺
心臓 心臓 心臓 心臓 心臓 心臓 心臓 心臓
食道 食道 食道 胃 胃 胃 胃 胃
胃 胃 胃 小腸 小腸 小腸 小腸 小腸
小腸 小腸 小腸 大腸 大腸 大腸 大腸 大腸
大腸 大腸 大腸 肝臓 肝臓 肝臓 肝臓 肝臓
肝臓 肝臓 肝臓 ぼうこう ぼうこう ぼうこう 胆のう 胆のう
胆のう 胆のう 胆のう 卵巣 卵巣
すい臓 すい臓 すい臓
腸間膜 ひ臓 腸間膜
精巣 精巣 精巣
腎臓 腎臓 腎臓
ぼうこう ぼうこう ぼうこう
脂肪体 脂肪体 脂肪体
舌
大脳
せき髄
大動脈
大静脈
せきつい骨
14 20 14 7 7 7 8 8
9 × × × × × × × ×
10 × × × × × × × ×
上 224 190 172 199 201 125 125
下 248 222 170 201 199 137 135
注）
11
教科書の
ページ数
「解剖」の
ページ数
3
8
器
官
・
組
織
器官・組織数
1
章
項目
教科書の
出版年
学習指導要
領改訂年
TS
DN.TS. KR. KS，GTは出版社名．　○：記述あり，　△：解剖方法についての記述なし，　×：記述なし．　―：扱いなし． 昭和33年，昭和44年，昭和52年改訂に基づく教科書
はＡ5版，平成元年改訂に基づく教科書はＢ5版． 解剖のページ数については，面積で計算．　＊：口絵を含む．
昭和44年 昭和52年 平成元年
学年
扱われる動物
器具等
章のページ数
生命・環境
考察
解剖
「解剖」の扱
いのある節
288
安全・注意
方法
岩間 淳子・松原 静郎
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ット，メス），解剖ざら，虫ピン，スポイト」が
挙げられていた。解剖方法は，４枚の図（写真）
と説明で詳細に記され，口絵の解剖図（カラー）
には，「肺，心臓，食道，胃，小腸，大腸，肝臓，
胆のう，すい臓，腸間膜，精巣，腎臓，ぼうこ
う，脂肪体」の 14 器官・組織名（２組織を含
む）が記されていた。 
 
２） 昭和 44年改訂 
昭和 52年度版理科教科書 [DN] 第２分野の 
ページ数は414ページ（上207ページ，下207
ページ）で，上巻の第２章「生物の種類と生活」
の「動物の世界」の中の「水中で生活する動物：
研究」で，「カエルのからだの内部のつくりを観
察して，魚類のからだの内部のつくりと比べて
みよう（解剖標本，または図や写真を参考にせ
よ）」と記されていた。解剖のページ数は0.8ペ
ージで，用意するものや解剖方法についての記
載はなかった。解剖図には，「肺，心臓，胃，小
腸，肝臓，直腸，ひ臓，ぼうこう」の７器官名
が記されていた。 
また，第６章「動物の物質交代」の「動物体
内の消化作用」の中の「消化管のつくりとはた
らき：観察」で「シロネズミ（Rattus norvegicus）
３）」の解剖が扱われていた。解剖のページ数は
口絵の解剖図を含め 1.5ページであるが，用意
するものや解剖方法についての記載はなかった。
解剖図には，「気管，肺，心臓，胃，小腸，大腸，
盲腸，腸間膜，肝臓，すい臓，ひ臓，じん臓，
ぼうこう，精巣」の14器官名が記されていた。 
昭和 48 年度版理科教科書 [TS] 第２分野の
ページ数は472ページ（上224ページ，下248
ページ）で，上巻の第１章「動物の世界」の「動
物はどのように食物を得ているか」の中の「観
察：カエルを麻酔して解剖し，からだのつくり
を調べよう」で，カエルの解剖が扱われていた。
解剖のページ数は 2.2ページ，用意するものと
して，「カエル（ますいしたもの），解剖器，解
剖ざら，虫ピン」が挙げられていた。解剖方法
は，３枚の図で説明され，解剖図（カラー）に
は，「肺，心臓，食道，胃，小腸，大腸，肝臓，
胆のう，すい臓，ひ臓，精巣，腎臓，ぼうこう，
脂肪体，舌，大脳，せき髄，大動脈，大静脈，
せきつい骨」の20器官名が記されていた。 
昭和 52 年度版理科教科書 [TS] 第２分野の
ページ数は412ページ（上190ページ，下222
ページ）で，上巻第２学年の第２章「動物のか
らだのはたらき」の「消化とはどんなはたらき
か」の中の「研究」で，カエルの解剖が扱われ
ていた。解剖のページ数は0.5ページに減少し，
用意するものの指示とカラーの解剖図も削除さ
れていた。解剖方法は，[S48] 同様に３枚の図
で使用する器具を挙げ説明されていた。解剖図
には，「肺，心臓，食道，胃，小腸，大腸，肝臓，
腸間膜，胆のう，すい臓，精巣，腎臓，ぼうこ
う，脂肪体」の 14 器官・組織名（２組織を含
む）が記されていた。 
 
３）昭和52年改訂 
昭和 59年度版理科教科書 [DN] 第２分野の
ページ数は342ページ（上176ページ，下166
ページ）で，上巻の第３章「生物のからだのし
くみ」の「動物のからだのつくりとはたらき」
の中の「血液の循環のしくみ」で，「カエルの水
かきの顕微鏡観察」とともに「観察：カエルの
解剖」が扱われていた。解剖のページ数は２ペ
ージで，「カエル（またはネズミ）を解剖して，
内部のつくりを観察しよう」と記されていたが，
ネズミの解剖図はなかった。解剖方法は，カエ
ルの３枚の図（写真）と使用する器具を挙げ詳
細に説明され，解剖図には，「肺，心臓，胃，小
腸，肝臓，胆のう，すい臓，卵巣，輸卵管，直
腸，ぼうこう」の11器官名が記されていた。 
昭和 62年度版理科教科書 [DN] 第２分野の
ページ数は354ページ（上186ページ，下168
ページ）で，上巻の第３章「生物のからだのつ
くりとはたらき」の「動物のからだのつくりと
はたらき」の中の「血液の循環のしくみ」で，
「カエルの水かきの顕微鏡観察」とともに，「研
究」でカエルの解剖が扱われていた。解剖のペ
ージ数は１ページで，「カエル（またはネズミ）
を解剖して，内部のつくりを観察しよう」と記
されていたが，ネズミの解剖図はなかった。解
剖方法は，３枚の図で説明され，解剖図には，
「肺，心臓，胃，小腸，直腸，肝臓，胆のう，
卵巣，輸卵管，ぼうこう」の 10 器官名が記さ
れていた。 
平成２年度版理科教科書 [DN] 第２分野の
ページ数は360ページ（上189ページ，下171
ページ）で，上巻の第３章「動物の種類とその
生活」の「セキツイ動物の生活」の中の「観察：
魚のからだのつくりを調べる」で「魚の解剖」
中等理科教育における生命及び生物多様性の理解
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が扱われていた。解剖のページ数は１ページで，
解剖方法は，４枚の図で記され，図には，「背び
れ，胸びれ，腹びれ，しりびれ，尾びれ，こう
門」の外部の６器官名が記されていたが，解剖
図には内部の器官名の記載はなかった。 
昭和 59 年度版理科教科書 [TS] 第２分野の
ページ数は342ページ（上172ページ，下170
ページ）で，上巻の第３章「動物のからだのし
くみ」の「不用物はどのようにして排出される
のか」で，「カエルの解剖」が扱われていた。解
剖のページ数は0.7ページで，「カエルの解剖の
しかた」が示されていた。解剖方法は，２枚の
図で説明され，解剖図には，「肺，心臓，胃，小
腸，大腸，肝臓，ぼうこう」の７器官名が記さ
れていた。 
昭和 62 年度版理科教科書 [TS] 第２分野の
ページ数は400ページ（上199ページ，下201
ページ）で，上巻の４章「動物のからだのしく
み（１）」の４節「不用物はどのようにしてすて
られるのか」では解剖は扱われず，巻末資料で 
[S49] 同様に「カエルの解剖のしかた」が示さ
れていた。解剖のページ数は 0.6ページで，解
剖方法は，２枚の図で説明され，解剖図には，
「肺，心臓，胃，小腸，大腸，肝臓，ぼうこう」
の７器官名が記されていた。 
平成２年度版理科教科書 [TS] 第２分野のペ
ージ数は 400ページ（上 201ページ，下 199
ページ）で，[S49] 同様に上巻の第４章「動物
のからだのしくみ（１）」の「不用物はどのよう
にしてすてられるのか」では解剖は扱われず，
巻末資料で「カエルの解剖のしかた」が示され
ていた。解剖のページ数は0.6ページで，解剖 
表２ 平成 10年改訂中学校学習指導要領に基づく理科教科書における「動物解剖」の扱い 
平成14年 平成18年 平成14年 平成18年 平成14年 平成18年 平成14年 平成18年 平成14年 平成18年
第２学年 第２学年 第２学年 第２学年 第２学年 第２学年 第２学年 第２学年 第２学年 第２学年
動物の生活
と種類
動物の生活
と種類
動物の行動
とからだ
動物の行動
とからだのし
くみ
動物のくらし
となかま
いろいろな動
物
刺激と反応
行動の仕組
み
生命を維持
するしくみ
生命を維持
するしくみ
34 36 9 9 34 9 6 7 14 16
2 ― ―
動くためのし
くみはどう
なっているか
動くためのし
くみはどう
なっているか
― ―
運動する仕
組みはどう
なっているか
― ― ―
トライ：魚や
鳥の骨格と
筋肉を調べ
てみよう
トライ：骨格と
筋肉を調べ
てみよう
やってみよう：
魚や鳥など
の骨格と筋
肉の様子を
調べてみよう
0.3 0.3 0.3
4 魚
ニワトリの手
羽先
魚，骨つきの
鳥のもも肉
5 ×
カッターナイ
フ
×
6 ○ ○ ○
7 × ○ ×
× 筋肉 ×
0 1 0
9 × ○ ×
10 × × ×
121 149 109 139 119 149 109 137 121 141
103 139 113 129 117 139 113 145 115 135
注）
学年
項目 DN TS KR KS GT
教科書の出版
年
学習指導要領
改訂年
平成10年 平成10年 平成10年 平成10年 平成10年
解剖
扱われる動物
と部位
器具
方法
1
章
章のページ数
「解剖」の扱い
のある節
「解剖」の
ページ数
3
考察
8
器官名
器官数
安全・注意
DN.TS. KR. KS、GTは出版社名．　○：記述あり，　△：解剖方法についての記述なし，　×：記述なし．　―：扱いなし． 平成10年改訂に基づく教科書はＢ5版または変形Ｂ5版．  解
剖のページ数については，面積で計算．
生命・環境
11
教科書の
ページ数
上
下
岩間 淳子・松原 静郎
24
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表
３
 
平
成
20
年
改
訂
中
学
校
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
く
理
科
教
科
書
に
お
け
る
「
動
物
解
剖
」
の
扱
い
 
平
成
２
4年
第
２
学
年
行
動
の
し
く
み
動
物
の
な
か
ま
細
胞
の
つ
く
り
と
は
た
ら
き
行
動
の
し
く
み
動
物
の
な
か
ま
動
物
の
か
ら
だ
の
つ
く
り
と
は
た
ら
き
動
物
の
か
ら
だ
の
つ
く
り
と
は
た
ら
き
動
物
の
分
類
感
覚
と
運
動
の
し
く
み
感
覚
と
運
動
の
し
く
み
い
ろ
い
ろ
な
動
物
と
そ
の
進
化
12
16
12
12
16
28
28
9
9
10
18
2
運
動
の
し
く
み
無
セ
キ
ツ
イ
動
物
の
な
か
ま
細
胞
の
は
た
ら
き
と
生
物
の
体
運
動
器
官
無
セ
キ
ツ
イ
動
物
の
な
か
ま
刺
激
と
反
応
刺
激
と
反
応
無
セ
キ
ツ
イ
動
物
ど
の
よ
う
な
し
く
み
で
運
動
が
で
き
る
の
か
運
動
の
し
く
み
巻
末
資
料
無
せ
き
つ
い
動
物
に
は
ど
の
よ
う
な
な
か
ま
が
い
る
か
や
っ
て
み
よ
う
：ニ
ワ
ト
リ
の
手
羽
先
で
骨
と
筋
肉
の
し
く
み
を
調
べ
て
み
よ
う
実
験
：無
セ
キ
ツ
イ
動
物
の
体
の
つ
く
り
や
行
動
を
調
べ
よ
う
図
：多
細
胞
生
物
の
細
胞
の
観
察
や
っ
て
み
よ
う
：ニ
ワ
ト
リ
の
手
羽
先
で
骨
と
筋
肉
の
し
く
み
を
調
べ
て
み
よ
う
実
験
：無
セ
キ
ツ
イ
動
物
の
体
の
つ
く
り
や
行
動
を
調
べ
よ
う
ト
ラ
イ
：骨
と
筋
肉
の
関
係
を
調
べ
て
み
よ
う
ど
こ
で
も
科
学
：骨
と
筋
肉
の
関
係
を
調
べ
て
み
よ
う
観
察
：無
セ
キ
ツ
イ
動
物
の
特
徴
た
め
し
て
み
よ
う
：骨
格
と
筋
肉
の
関
係
を
調
べ
て
み
よ
う
観
察
：ア
サ
リ
の
生
活
と
体
の
つ
く
り
を
調
べ
よ
う
た
め
し
て
み
よ
う
：イ
カ
た
め
し
て
み
よ
う
：骨
格
と
筋
肉
の
関
係
を
調
べ
て
み
よ
う
探
究
：魚
の
体
の
つ
く
り
を
調
べ
て
み
よ
う
観
察
：ア
サ
リ
の
体
の
つ
く
り
を
調
べ
よ
う
イ
カ
の
体
の
つ
く
り
の
観
察
チ
ャ
レ
ン
ジ
：軟
体
動
物
（ア
サ
リ
）の
か
ら
だ
を
調
べ
て
み
よ
う
0.
4
2.
0
0.
2
0.
4
2.
0
0.
3
0.
3
1.
0
0.
4
0.
4
0.
3
0.
5
4
ニ
ワ
ト
リ
の
手
羽
先
イ
カ
イ
ワ
シ
や
ア
ジ
，
ニ
ワ
ト
リ
の
手
羽
先
ニ
ワ
ト
リ
の
手
羽
先
イ
カ
ニ
ワ
ト
リ
の
手
羽
先
カ
ニ
イ
カ
ニ
ワ
ト
リ
の
手
羽
先
イ
カ
ニ
ワ
ト
リ
の
手
羽
先
ア
サ
リ
イ
カ
ニ
ワ
ト
リ
の
手
羽
先
イ
カ
ア
サ
リ
ア
ジ
（ま
た
は
ニ
ジ
マ
ス
）
ア
サ
リ
イ
カ
イ
カ
ア
サ
リ
ア
サ
リ
鶏
頭
水
煮
ニ
ワ
ト
リ
の
手
羽
先
ア
サ
リ
や
ハ
マ
グ
リ
イ
カ
5
1
12
0
1
12
1
1
8
1
8
0
6
8
0
10
6
15
6
12
12
6
9
1
3
9
10
6
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
×
○
×
○
×
○
×
○
○
○
○
○
○
○
7
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
8
×
○
×
×
○
○
×
×
○
×
×
○
×
×
×
○
×
○
○
○
○
×
×
×
×
×
9
×
○
×
×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
10
×
×
×
×
×
×
○
×
×
○
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
11
25
1
注
）
27
6
30
4
D
N
.T
S.
 K
R.
 K
S、
G
T
は
出
版
社
名
．
　
○
：記
述
あ
り
，
　
△
：解
剖
方
法
に
つ
い
て
の
記
述
な
し
，
　
×
：記
述
な
し
．
 平
成
20
年
改
訂
に
基
づ
く教
科
書
は
Ｂ
5版
ま
た
は
変
形
Ｂ
5版
．
  解
剖
の
ペ
ー
ジ
数
に
つ
い
て
は
，
面
積
で
計
算
．
○
生
命
・環
境
教
科
書
の
ペ
ー
ジ
数
30
4
30
9
24
8
28
6
24
8
27
0
22
7
扱
わ
れ
る
動
物
と
部
位
器
官
名
（数
）
器
具
方
法
考
察
安
全
・注
意
チ
ャ
レ
ン
ジ
：軟
体
動
物
の
か
ら
だ
を
調
べ
て
み
よ
う
「解
剖
」の
ペ
ー
ジ
数
1.
0
1.
5
1.
0
2.
0
2.
0
0.
7
1.
0
3
解
剖
観
察
：無
セ
キ
ツ
イ
動
物
の
か
ら
だ
の
つ
く
り
や
動
き
方
観
察
：イ
カ
や
ア
サ
リ
の
体
の
つ
く
り
の
観
察
（ど
ち
ら
か
１
つ
の
方
法
を
選
ん
で
観
察
し
て
み
よ
う
）
観
察
：イ
カ
や
ア
サ
リ
の
体
の
つ
く
り
を
調
べ
よ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
：ニ
ワ
ト
リ
を
用
い
て
神
経
や
運
動
器
官
を
調
べ
よ
う
22
「解
剖
」の
扱
い
の
あ
る
節
無
セ
キ
ツ
イ
動
物
背
骨
の
な
い
動
物
に
は
ど
の
よ
う
な
な
か
ま
が
い
る
の
か
無
脊
椎
動
物
の
な
か
ま
無
セ
キ
ツ
イ
動
物
の
な
か
ま
無
脊
椎
動
物
の
な
か
ま
か
ら
だ
は
ど
の
よ
う
な
し
く
み
で
動
く
か
無
せ
き
つ
い
動
物
に
は
ど
の
よ
う
な
な
か
ま
が
い
る
か
動
物
の
な
か
ま
行
動
す
る
し
く
み
動
物
の
な
か
ま
と
進
化
章
の
ペ
ー
ジ
数
10
22
12
13
13
14
1
章
動
物
の
分
類
動
物
の
仲
間
と
生
物
の
進
化
動
物
の
仲
間
動
物
の
な
か
ま
第
２
学
年
第
２
学
年
第
２
学
年
第
２
学
年
第
２
学
年
第
２
学
年
平
成
28
年
平
成
28
年
学
習
指
導
要
領
改
訂
年
平
成
20
年
平
成
20
年
平
成
20
年
平
成
20
年
平
成
２
０
年
K
S
G
T
教
科
書
の
出
版
年
平
成
24
年
平
成
28
年
平
成
24
年
平
成
28
年
平
成
24
年
平
成
28
年
平
成
24
年
項
目
D
N
T
S
K
R
学
年
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方法は，２枚の図で説明され，解剖図には，「肺，
心臓，胃，小腸，大腸，肝臓，ぼうこう」の７
器官名が記されていた。 
４）平成元年改訂
平成５年度版理科教科書 [DN] 第２分野の
ページ数は256ページ（上118ページ，下138
ページ）で，上巻の第３章「動物の生活とから
だのつくり」の「血液とその循環」の中の「観
察：ヒトとカエルのからだのつくりを比べる」
で「魚の解剖」が扱われていた。解剖方法は，
[S62]と同様に３枚の図で説明され，解剖図には，
「肺，心臓，肝臓，小腸，胆のう，胃，卵巣（雄
には精巣がある），輸卵管，直腸，ぼうこう」の
10（＋１精巣）器官名が記されていた。 
平成 13年度版理科教科書[DN]第２分野のペ
ージ数は 252ページ（上 118ページ，下 134
ページ）で，上巻の第３章「動物の生活と種類」
の「動物のなかまとその特徴」の中の無脊椎動
物「やってみよう」で「アサリ（Ruditapes 
philippinarum）の解剖」が扱われていた。解
剖方法は，「からをあけ，からだのつくりを観察
する」とのみ記され，「心臓，貝柱，入水管，出
水管，あし，えら，口，胃，腸」の９器官名が
記されていた。 
平成５年度版理科教科書 [TS] 第２分野のペ
ージ数は 262ページ（上 125ページ，下 137
ページ）で，上巻の第２章「動物のからだ」の
本文中では解剖は扱われておらず，口絵の１ペ
ージにカラーで，カエルの解剖図と解剖方法が
示されていた。解剖図には，「肺，心臓，胃，小
腸，大腸，肝臓，胆のう，卵巣」の８器官名が
記されていた。 
平成 13 年度版理科教科書 [TS] 第２分野の
ページ数は260ページ（上125ページ，下135
ページ）で，上巻の第１章「動物の行動とから
だ」の本文中では解剖は扱われておらず，[H05] 
同様に，口絵の１ページにカラーで，カエルの
解剖図と解剖方法が示され，８器官名が記され
ていた。 
 
 
３．平成10年改訂学習指導要領に基づく教科書の
比較 
表２は，中学校学習指導要領平成 10 年改訂
に基づく理科教科書の動物解剖の扱いをまとめ
たものである。平成 10 年改訂学習指導要領に
基づく教科書の比較は，平成 14年度版 [H14] 
と平成18年度版 [H18] の全出版社５社を対象
とした。 
１）「行動の仕組み」で扱われる動物解剖 
動物解剖の扱いは，「行動の仕組み」「刺激と
反応」の章で，運動器官の仕組みを「魚や鳥の
骨格と筋肉」を使って学習するものであった。
[H14]では，５社中１社で「魚」，他の１社で「魚，
骨つきの鳥のもも肉」が扱われていたが，[H18]
では，１社のみで「ニワトリの手羽先」を扱っ
ていた。また，解剖方法，器官名，考察及び安
全性に関する記述は，[H18]の１社のみに見ら
れた。 
 
２）「動物の仲間」で扱われる「動物解剖」 
「動物」に関連する章は，「動物の生活と種類」
「動物の行動とからだ」などであるが，全社で
カエル，ネズミ，魚などの脊椎動物の全体解剖
の扱いはなかった。また，学習指導要領の内容
の取扱いに「イの（ア）については，動物が脊
椎動物と無脊椎動物に分けられることを扱うが，
無脊椎動物については，その存在を指摘する程
度にとどめること」と記されている為，「アサリ」
「イカ」などの無脊椎動物の解剖も扱われてい
なかった。 
 
４．平成20年改訂学習指導要領に基づく教科書の
比較 
表３は，中学校学習指導要領平成 20 年改訂
に基づく理科教科書の動物解剖の扱いをまとめ
たものである。平成 20 年改訂学習指導要領に
基づく教科書の比較は，平成 24年度版 [H24] 
と平成28年度版 [H28] の全出版社５社を対象
とした。 
１）「行動の仕組み」で扱われる動物解剖 
「動物の体のつくりとはたらき」の章の「運
動のしくみ」「刺激と反応」では「ニワトリの手
岩間 淳子・松原 静郎
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羽先」を使った筋肉と骨の働きを学習する実験
が，[H24]では３社で，[H28]では4社で扱われ
ていた。解剖のページ数は，[H24]は0～0.4ペ
ージ（平均0.2ページ），[H28]は0～0.7ページ
（平均 0.4ページ）で平均 0.2ページ増えてお
り，共に解剖方法が記されていた。「筋肉」「け
ん」の記述が[H24]では各１社に，[H28]では「筋
肉」「けん」が各２社に，「骨」が１社に見られ
た。その他，[H28]の[GT]では，「鶏頭水煮」で
脳や神経を，[TS]では「イワシやアジ，ニワト
リの手羽先」で細胞観察を学習していた。 
安全性に関しては，「脂肪ですべりやすくなっ
ているので，刃物で手を切らないように注意す
る。観察の後はせっけんで手を洗う」という記
述が[H24]では２社に，[H28]では３社に見られ
た。生命・環境に関する記述はなかった。 
 
２）「動物の仲間」で扱われる「動物解剖」 
「動物の仲間」「動物の分類」の章の「無脊椎
動物」では無脊椎動物の解剖が全社で扱われ，
「イカ」が５社中４社，「アサリ」が３社，「カ
ニ」が１社であり，解剖のページ数は，[H24]
は 0.5～2.0 ページ（平均 1.4 ページ），[H28]
は1.0～2.0ページ（平均1.4ページ）であった。 
[H24]では，[DN]の「実験」でイカを，[TS]
の「観察」でカニとイカを扱い，準備する器具
や解剖方法が詳細に記載されていた。[KR] 
[KS]では「観察」でアサリ，「発展」でイカを
扱っていたが，[KR]にはイカの解剖方法に関す
る記述はなかった。[GT]では「発展」での扱い
であったが，アサリの解剖方法が記されていた。
器官名は「イカ」は，「外とう膜，口，食道，胃，
肝臓，えら，ひれ，ろうと」など８～12（４社
平均10），「アサリ」は，「心臓，貝柱，入水管，
出水管，あし，えら」など６～９（３社平均７）
の器官名が記されていた。「カニ」は「筋肉」が
示されるのみであった。 
[H28]では，[DN]の「実験」でイカを，[TS]
の「観察」でイカを扱い，準備する器具や解剖
方法が詳細に記載されていた。[KR] [KS]では
「観察」でイカとアサリを扱い，[KR]ではどち
らかを選択するようになっていた。[KR]では巻
末資料で「アジ（またはニジマス）」の解剖が扱
われていた。 [GT]では「発展」でイカとアサ
リ（またはハマグリ）が扱われ，解剖方法に関
する詳細な記述はなかった。器官名は「イカ」
は，「外とう膜，口，食道，胃，肝臓，えら，ひ
れ，ろうと」など８～12（５社平均10.4），「ア
サリ」は，「心臓，貝柱，入水管，出水管，あし，
えら」など６～９（３社平均７）の器官名が記
されていた。「カニ」は「筋肉」が示されるのみ
であった。全社でカエル，ネズミ（両生類，哺
乳類）などの脊椎動物の全体解剖の扱いはなか
った。 
 
Ⅳ．まとめ 
学習指導要領昭和 22 年試案には，第６学年
に，「カエルの解剖をする」と記載されていたが，
中学校では解剖に関する記述はなく，昭和 26
年試案でも，解剖に関する記述はなかった。 
昭和 33 年改訂で，現在の学習指導要領の形
となり，第２分野（第２学年）に，「カエルを解
剖して，おもな内臓を知る」と記載されていた。
昭和44年改訂では，「動物の体」に関連する内
容で解剖の指示はなかったが４），教科書では「カ
エルの解剖」や「ネズミの解剖」が扱われてい
た。昭和52年改訂の昭和59年度版教科書では，
「カエル（またはネズミ）の解剖」が扱われて
いたが，昭和 62 年度版では「カエルの解剖」
は，発展学習の扱いになり，平成元年改訂の平
成 13 年度版の１社では「カエルの解剖」が削
除されていた。 
平成10年改訂では，「動物の体のつくり」を
観察，実験を通して学習するものであったが，
教科書では，出版社5社全てでカエル，ネズミ
などの脊椎動物の解剖の扱いはなく，人の体と
比較して用いられていたカエルの解剖図もなか
った。また，学習指導要領に「無脊椎動物につ
いては，その存在を指摘する程度にとどめるこ
と」と記されている為，「アサリ」「イカ」など
の無脊椎動物の解剖も扱われていなかった。 
平成20年改訂では，「動物の生活と生物の変
遷」となり，平成 24 年度版教科書の「無脊椎
動物」では全社でアサリ，イカなど無脊椎動物
でカエル （両生類），ネズミ （
） などの脊椎動物の全体解剖の扱いは
なかった。
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の解剖が扱われるようになり，平成 28 年度版
では全社でイカが扱われるようになった。「動物
の体のつくりと働き」では，ニワトリの手羽先
が４社で扱われ，巻末資料で１社がアジ（魚類）
を扱っていたが，カエル，ネズミなど，体の構
造が人と似ている脊椎動物の全体解剖は全社で
扱いがなく，カエルの解剖図も全社で扱われて
いなかった。カエル，ネズミなどの動物解剖図
の記載は，人の体と比較して「規則性や関係性」
を見出す為にも有効であると考えられる。 
 
Ⅴ．おわりに 
カエルの体の構造は人と似ている部分が多く，
人の体のつくりを理解するために適した教材で
あると考えられる。平成 29 年改訂の学習指導
要領には，「観察，実験などを行い，その結果を
分析して解釈し，生物の体のつくりと働きにつ
いての規則性や関係性を見いだして表現するこ
と」と記されている。動物解剖は，観察・実験
重視の観点からも重要であり，また，生物の観
察，実験を通し，生命及び生物多様性を理解す
ることは，生命の大切さや一人ひとりの多様性
を理解することにもつながるものであると考え
られる。 
 
【注】 
１）「動物解剖」に関しては，以下の報告がある
（梅埜，1994）（鳩貝ほか，2008；2011）（岩
間・鳩貝，2011）（岩間ほか，2009；2011a；
2001b；2014）（Iwama, et al., 2008；2010）
（高野，2008）。 
２）中学校学習指導要領昭和33年改訂から平成元
年改訂に基づく理科教科書のうち全国シェアの
高い２社を分析の対象とした。 
３）シロネズミは，ラットのアルビノ変異体
（Kuramoto, et al. 2012）。 
４）昭和 33 年改訂以降「解剖」に反対する風
潮が強くなり，当時の学習指導要領作成協力
者によれば，学習指導要領の文言，及び解説
の中で「解剖」という用語の使用さえ困難だ
ったとされる（岩間ほか，2009）。 
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